別紙様式１ 
（全２ページ両面印刷）

東京電力福島第一原子力発電所事故等に伴う帰還困難区域等での活動従事登録申請書
申請日：令和　　　年　　　月　　　日
≪記入方法≫
・申請者は、申請日と、項目1～7について記入する。年度をまたぐ活動期間での申請も可。
・項目1・5については、該当する□を選択する。項目1・7については、確認した□を選択する。
・試料等の採取を行う場合は、項目6にその旨を明記した上で、項目7の⑥・⑦を確認する。
・提出経路：申請者→（担当教員等→）所属部局等事務室→研究・地域連携課→放射線安全委員会
・承認日と、項目8～9は、放射線安全委員会の事務担当（研究・地域連携課）で記入する。
	1
	申 請 者
	☐ 教員・事務職員は所属長の了解を得る。
☐ 教務補佐員は担当教員の了解を得る。
☐ 学生は指導教員の了解を得る。

	
	所 属
	　
	所 属
	

	
	職名または学年
（学生は学籍番号）
	　
学生は学生証の写しを添付すること
	職 名
	

	
	ふりがな
氏 名
	　
　
	氏 名
	

	
	☐　私は申請者本人であり、申請内容に
間違いありません
	
	☐　申請内容について承諾します
	

	2
	E-mail
	　

	3
	生年月日
	（西暦）　　　　　　年　　　月　　　日

	4
	活動期間
	承認日（※令和　　年　　月　　日）　～　令和　　年　　月　　日

	5
	活動場所
	該当区域
	☐ 福島原発構内　☐ 帰還困難区域
☐ チョルノービリ(チェルノブイリ)３０km圏内

	
	
	自治体名
または住所
	
	☐ 屋外　　☐ 屋内

	6
	活動概要
	（学生で指導教員の他に活動上の担当教員がいる場合は明記する。）


	7
	安全対策
	①☐活動場所の放射線量をサーベイメーターにより測定する。
②☐活動上の必要に応じ、防護服、防護めがね、マスク、手袋を着用する。
③☐創傷があるときは活動を避ける。
④☐γ線が計測できる積算線量計を用いて、個人被ばく線量を測定する。
　　機種の型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤☐活動後は、車、靴、衣服等の汚染状況を確認し、必要に応じ除染する。

	
	（該当者のみ）
	⑥☐試料等を採取する必要がある場合は、必要最小量とする。
⑦☐持ち帰った試料等は分析が終了した後、元の場所に戻す等、適切に廃棄する。

	8
	※教育
	ＤＶＤ
	返却日：令和　　年　　月　　日

	9
	※登録抹消
	☐活動終了
☐その他
	登録抹消日：令和　　年　　月　　日
事由：


　・学生は、学生証の写しを添付すること。
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